
大阪の再生・賦活と安全・安心の創生をめざす
地域志向教育の実践
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大阪市立大学・大阪府立大学



「目的・目標」
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1. 教育という基盤に研究・地域貢献を体系的に取りこみ、公立大学としてのプ

レゼンスをさらに強化し、教育や研究のクオリティを上げること

2. そのために、COC事業にスムーズに導入できる制度として、共通教育への副

専攻（コミュニティ再生Community Regeneration ：CR）設置を通じて、大学改

革へのインパクトを明示化すること

3. 複合化する大都市圏の問題を、「再生と賦活」、「安全と安心」の明確な２視

点から捉え、集中的に地域問題の解決に取り組むこと

4. これまでにも増して、地域に貢献する人材の育成に注力し、課題の解決のみ

ならず、地域の成長を促進・持続すること



「プログラムの特徴・ポイント」
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1. 「再生・賦活」と「安全・安心」のもと以下5つの領域が、両大学の持ち味が出

せる得意分野であり、大学資源を重点的に投下し、地域と向き合い連携する

体制を取ったこと

 地域福利

 環境・防災

 地理・空間

 地域・文化資源

 地域活性



「プログラムの特徴・ポイント」
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5. 専門教育で地域志向教育

を既に実践し、あるいは今

後の実践への支援

6. 正課外での実習インター

ンシップの導入

2. 全学共通教育にCR副専攻を導入し、両大学が無理なく運営できる体制を導入

3. 副専攻教育を実質化するために、コアの看板科目となる「地域実践演習

GATSUN」、「アゴラセミナー」を新設

4. コアの看板科目をより広い裾野で支える、「地域志向教育」科目の認定



CR認定

全学教育科目
地域実践演習

アゴラ

セミナーⅠ

（再生･賦活）

アゴラ

セミナーⅡ

(安全･安心)

CR認定地域志

向教育科目

（専門）

実習インター

ンシップ

（課外）

アゴラ

セミナーⅢ

伝えるスキル ○ ◎

行動するスキル ○ ◎ ○

分析するスキル ◎ ○

見出すスキル ◎ ◎  総合･協働する力 

識るスキル ○ ◎ ○ ○

地域課題の見知 ◎ ○

学年進行 1回生 1回生 2回生 2回生 2回生 2～3回生 3回生

副専攻必要単位 （2単位） 2単位 2単位 2単位 4単位 ー 2単位

支援する力

デザインする力

「プログラムの特徴・ポイント」
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7. コア科目の、1回生「地域実践演習」、2回生「アゴラセミナーⅠ、Ⅱ」、3回生

「アゴラセミナーⅢ」を中心とするカリキュラムマップは以下のように、段階的

に構成されている

8. スキルと力の段階的獲得がはかられ、計画・デザインする力だけでなく、地域

で実際に解決策を展開できる実践力を養うことが可能となっている



「プログラムの特徴・ポイント」
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9. 地域志向の授業導入のため、地域とのつながりや交流を生み出し連携を実

現する 「CRテーブル」を設置

10. 地域との出会いの場、 「CRテーブル」の設定による地域ニーズや課題の把

握、研究テーマやエリアの確定から、授業化へ

11. 地域志向授業実施にむけての地域

志向教育研究の公募

12. 授業評価に対する新制度導入



1回生「地域実践演習」
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1. 大学の授業を地域の現場に展開し、そこで地域課題の解決を志向するという、

すぐれて実践的な初年次教育としての地域実践演習「GATSUN＝Guts 

Appointing Training Strategy in UNiversity」。3科目でスタート。

2. 入学したての学生が地域に関心をもつエ

ントリーカリキュラム

3. ５領域で、座学型、近隣型、遠隔地型と学

ぶ地域にバラエティ



2回生「アゴラセミナーⅠ、Ⅱ」

8

1. 実際の現場の息吹に触れ、実践家と集中

的に交流、意見を交換し合うことで、問題、

課題を見出すスキルを身につけ、そして

現場に即した解決策をデザインする力を

学ぶ

2. 実践家レクチャー、現場研修（実践家or教

員がイニシアティブ）、ワークショップ、討

論等の組み合わせである、教員は企画調

整役に徹し、セミナーを運営



2~3回生専門課程「地域志向教育科目」
課外インターンシップ実習
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1. 既設、新設の講義、演習など、CR副専攻へ開放された専門科目を通じて、多

様なアプローチの学習

2. 現実的課題との格闘を通じて求められる専門的知識を、CR認定の専門教育

科目群により獲得し、分析するスキルを磨く

3. 地域志向の科目認定と地域志向教育研究経費による支援

4. 課外のインターンシップ実習は、領域横断的な専門科目を提供する教員や、

地域のカウンターパートが提供する様々な形態のワークを通じて提供。現場

実習のみならず、調査分析や調査員としての参加もあり



3回生「アゴラセミナーⅢ」
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1. プレゼン、フォーラムは学生がイニシアティブを

とり、セミナーを運営、教員は裏方

2. それまでの学修の集大成として、自ら設定した

地域課題を解決する具体案や論文などを関係

者の前で発表するフォーラム

3. 外部評価など地域との交流を通じた、総合的な

力の集大成。副専攻達成度を最終的に審査、

認定



「地域志向教育研究 H25年度の実績」
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地域志向教育を授業として推進するバックアップ経費、授業の準備や教材作成、CRテーブ

ルの企画、運営など、COCの根幹事業の一つ。学内競争的資金ともマッチングさせ、シナ

ジー効果を発揮

〔地域志向教育研究〕

1. 〔地域福利〕 縮小都市、分権改革下の新しい公共のあり方に関する教材・教

育プログラム開発

2. 〔環境・防災〕 いのちラボにおけるコミュニティ防災実践のための教材・教育

プログラム開発

3. 〔地理･空間〕 大阪の建築ストックを活用したまちづくり、地域活性化手法に

関する研究

4. 〔地域・文化資源〕 アーツマネジメントによる大学と市民の交流を通した地域

活性／地域再生と都市の大学／博物館「活動」の総合的な魅力を学ぶプログ

ラム開発

5. 〔地域活性〕 商店街の活性化を通じたまちづくりの可能性について調査研究

／大阪北区における商店街活性化計画策定調査―地域資源の発掘、革新的

新業種の抽出調査



「地域志向教育研究 H25年度の実績」
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〔学内競争的資金〕

1. 〔地域福利〕 生活困窮者自立支援法下の新事業を先駆ける居住・就労支援の

先進事例調査－西成特区構想とホームレス支援NPO等の調査を通じて－

2. 〔環境・防災〕 災害時自力避難のための高齢者の「避難力」評価指標の開発／

いのちを守る都市づくりによる災害知の社会実装～「いのちラボ（旧まちラボ）・

ネットワーク」の開発～

3. 〔地理･空間〕 都市再生手法としての歴史的建造物のストック活用に関する研

究－大阪都心部を事例として－

4. 〔地域・文化資源〕 豊臣大阪城・城下町の総合的研究－「落城」400周年、文理

融合・博学連携プロジェクト－



「CRテーブル H25年度の実績」

13

1. 地域福利の分野では、西成区においては、受託事業を通じ区のイメージアップと情報

アーカイブ事業を通じて、西成区の正しい理解とイメージアップの取り組みに貢献した。

2. 環境・防災の分野では、３区連携協定を結んだ住之江区、住吉区、西成区と、都市防

災研究協議会、3区防災研究協議会、防災計画Ｇ、災害支援Ｇ、防災研究Ｇ、防災講

演Ｇ、コミュニティ防災教育Ｇに組織化し、活動を実施した。

3. 地理・空間の分野では、都心部における建築ストックを生かしたまちづくりに関する社

会実験イベントは大きな反響を呼び、ボトムアップ型の地域再生の見本を提示できた。

4. 地域・文化資源の分野では、博学連携においては、大阪市博物館協会と連携した取り

組みを通じて、博物館の課題の摘出を総合的な魅力を学ばせるモデルを提言した。

同じく地域・文化資源の分野では、住吉区を中心に、区役所や交通局、市大病院や企

業人材も巻き込み、地域資源の利活用をアートを介して推進するコミュニティにおける

アートマネジメントの実践の提案を行った。

5. 地域活性の分野では、住吉区と生野区における商店街の再生の取り組みの試行段

階であるが、区役所もハブとして地域との関わりが形成された。



「CRテーブル H25年度の実績」
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「CRテーブル H26年度の展開」
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1. 特に住吉区においては、区役所の複数の関連部署との本格的に定期的なCRテー

ブルを実施する体制を整えた。西成区でも同じ体制の構築を予定している。

2. 住吉区においてはCRテーブルを通じて域間交通に関する調査の予算化を実現さ

せ、本年度受託研究として実施。

3. 西成区との受託事業の継続の予算化も実現し、より広く西成特区構想事業との関

連を見据えながら、イメージ向上とコミュニティミュージアムにつなげる社会実験を

展開させることになった

4. 本学のＧＩＳ関連教員の研究成果を持ち寄り、行政におけるGISデータマネジメント、

管理の人材育成に関する職員研修や、地域、住民へのGIS地域情報の公開と共

有に関してCRテーブルでの協議を始めた。



「実施・支援体制」
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1. プロジェクトマネジメントオフィス ＰＭＯを設置し、COC事業の推進担当を置き、

大学教育センターと地域連携センターそれぞれのコーディネータと連携する

扇形体制を取った

2. 所属を越えて連携を図り、教育・研究・社会貢献の情報を一元化し、戦略的

に企画運営を行い、資金の効率的な執行体制を構築し、機関型外部資金へ

の対応を図る

3. 教職協働する事業推進の中心的役割を担い、総合的に管理し、業務を効率

的に推進し、大学組織の機能強化をめざす



「COC事業の経過と今後の見取り図」
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ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
ｵﾌｨｽ

CRテーブルの苗床
CRテーブルワーキング CR認定/CR副専攻科目へ展開

CRテーブル≒アゴラセミナー
CRテーブルとして自生

← 3区連携協定 →

地域課題解決のために、政策決定
者に対して政策的なアドバイス

企画と実績

CR部会PT会議

ﾘｰﾌﾚｯﾄ、
WEB公開

地域志向教育公
募選考委員会

1stﾌｫｰﾗﾑ
（ｷｯｸｵﾌ）

H25年9月 H25年度末 H26年度前期 以降

2ndﾌｫｰﾗﾑ
(地域･文化資源)

3rdﾌｫｰﾗﾑ
(府大/環境･防災)

教職員学生地
域ｱﾝｹｰﾄ

3大学訪問調
査(COC先進)

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ、
事務局体制

紹介冊子、
GATSUN紹介冊子

H25地域志向教育
8課題活動開始

H26地域志向教育
＊課題活動開始

地域実践演習
(GATSUN)3科目開始地域・研究・教育を

有機的に構成する
プラットフォーム

大学・住吉区
連携協議会

 環境・防災

 地域福利

 地理･空間

 地域活性

 地域･文化資源
取り組み・実績は別紙

地域志向認定科目
試行 ＊科目開始

[再生・賦活] 「安全・安心｣

窓口 地域連携ｾﾝﾀｰ

市・区への研修制度や
高度職能人養成へ展開

2回の全体ﾌｫｰﾗﾑ(安
全･安心、再生･賦活)



「CRテーブルから人材研修への展開の一例：ＧＩＳ」
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様々な地理情報、ビッグデータ

地理情報統括官

これらの地理情報を収集、
加工、管理、分析、解釈

↓
地域問題を解決できる能力

ジオ・リテラシー

地域課題解決のために、政策決定
者に対して政策的なアドバイス

地理情報セットを常にプロセッシン
グし、職員の課題把握と行政サー
ビスの資質向上

大学側
の役割

ジオリテラシーを有する専門家：
オール大阪＆区レベル

防犯 防災 環境 地域 教育 医療福祉

市の職員の新人研修や現場
研修の素材として研修実施

本庁、区役
所と協働ジオリテラシー育成、

研修システムの構築

市民参加型GISにも展開

生活保護DB、
救急搬送DB

歴史情報・魅力GIS、
土地利用DB

小学生身近地域
学習、遊び場

クールスポット、
河川環境DB

ハザードマップ、
災害GISﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

犯罪発生マップ


